
ICTを活用したアクティブ・ラーニングの 
取り組みと課題 

「双方向性遠隔教育システムを活用したＰＢＬ教育」 

丹羽雅之 
医学教育全国共同利用拠点 

岐阜医学教育開発研究センター 

2016年度教育改革ICT戦略大会 (2016.9.7) 



2010年4月 
文部科学省  

医学教育共同利用拠点 
として認定（5年間） 

 

2001年4月 
全国共同利用施設と

して誕生 

岐阜大学 
医学教育開発研究センター 

• PBL-Tutorial 教育の進化と普及 

• E-Learning system の開発 知 
• Medical Communication 教育の進化と普及 

• Professionalism 教育の開発 心 
• Simulation 教育の開発 

• Teaching & Learning skill の普及 技 

 新しい医学教育の開発研究と普及 

 医学教育に貢献できる人材育成 

 国内外の医学教育機関との連携・共同研究 

 

基本理念と使命     

2015年4月 
文部科学省  

医学教育共同利用拠点 
として再認定 





Gifu medical Education／e-leaning System 

FD 

learning 

e-learning 

 Gifu medical Education/e-leaning System構築の目的 
 岐阜大学医学部（医学科）における学習環境をより向上させる。 

 全国ならびに世界の学生との交流を通じた学習環境を提供する。 

 医療系教員FD・医療系事務SDの全国展開 



e-Learning systemの構築 

PBL教育：シナリオ，画像、動画、 シラバス等を配信し、問題   
         基盤型学習を支援 

インターネットPBL：国内（学部版、大学院版）、国際版（英語） 

シミュレーション教育：作成した各種動画コンテンツを配信 

eポートフォリオ：学生が実習体験を振り返り、教員がフィード
       バックできるシステム 

  「地域体験実習」・「医療面接」用 eポートフォリオの構築・実践 

医学教育セミナーとワークショップ参加者データーベース 

 参加申し込みサイト 

 アソシエイト、フェローシップ認定 

 

 

Gifu medical Education／e-leaning System 



そもそも PBLとは？ 

• アクティブ・ラーニング*の一手法 

• 小グループで討論しながら学生自身が主体的
に学ぶ学習方法 

  Problem-Based Learning (PBL) 

  問題基盤型学習 

  少人数能動学習 

Tutor = 学生の自己学習を援助する教員（ファ
シリテーター） 

＊“学習者にある物事を行わせ、行っている物事について考えさせること” 
Bonwell CC & Eison JA (1991) 



      コアタイム時の症例・シナリオ
         に基づく学習目標 
講義・実習でカバー 
する学習目標 
   
自己学習に 
まかされる 
部分 
   

          
 



 岐阜大学では全国に先駆け1993年より臨床実習前教育（基礎・臨床）
のすべてをPBL教育で実施している 

 PBL教育の導入により、知識獲得能、国家試験合格率等の有意な増
加を確認     （Niwa, M et al., Health Professions Education, 2016) 

 

 多数のテューター（教員）、小部屋など多くの設備が必要 

 対面・グループでの実施が原則（時間・空間の制限） 

 

On lineでPBL 

PBL（対面型） 

Internet PBL=楽位置楽The Tutorial 



Internet PBL  

● Internet による Problem Based Learning 

  ■ホームページを用いて教材（シナリオ）の提供 

  ■「web掲示板」を用いて学生間の 討論、テューター

の助言、学習成果の発表を行う(実施初期にはメーリン

グリスト） 

  ■学生、テューター、ディレクターはいつでも、 

   どこからでも学習に参加できる 

  ■大学間の交流、教員・リソースの相互利用が可能 

  ■国際交流（英語教育） 
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シナリオ・学習目標・ガイド
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MEDC

インターネットPBL/楽位置楽The Tutorial 
 概要 

インターネットPBL 

・学部版 

・大学院版：修士・博士 

・英語版 
実施コース：92コース 
延べ参加人数：5952名 



インターネットPBL/楽位置楽The Tutorialシステム 

発言ボード 

自己紹介画面 

シナリオ掲示画面 フロントページ 

学部版 

大学院版 

英語版 

インターネットPBL 



学部教育 

学部教育における正式カリキュラムコースの開始 

２００２年度～「医療と生命Ⅰ」コース：岐阜大学全学共通教育（１年生） 
全国複数（７大学）が正式カリキュラムの一環として参加。 

英語教育 

２００６年度～「英語で学ぶ生物学」コース 

ＢＬＳ教育 

２００６年度～「BLS あなたが助ける人の命」コース 

シミュレーション医学教育 

２００７年度～「医療と生命III（学内限定、定員性）」コース 

修士課程教育 

2006年度～岐阜大学工学部ライフサイエンスセミナー（正式カリキュラム） 
2006年度～遺伝カウンセリングコース「くらしきテュートリアル」 

• 遺伝カウンセリングに必要な基礎知識と技法を習得する 

博士課程教育 

2007年度～「インターネットで寄生虫学を学ぶ」コース（医学系研究科） 
2007年度～「医用分子システム工学特論」（連合創薬医療情報研究科補完コース） 
2007年度～「医用工学概論」 （連合創薬医療情報研究科補完コース）  
2008年度～「生体ラジカル制御学」（連合創薬医療情報研究科補完コース） 
2011年度～「マシーンと人体 」コース（医学系研究科） 

 

インターネットPBL：正式カリキュラムとして実施 

インターネットPBL 



RAKUICHI THE TUTORIAL ePBL 

東邦大学
医学部 
２年生8人 

名城大学薬学
部修士3人 

藤田保健衛生大 
２年生17 人 

岐阜大学医・工・
教育学部等 
１年生50人 

岐阜薬科大学 
２年生2 人 

新潟大学歯学部 
３年生40人 

福岡歯科大学 
２年生100人 

Inter-Professional インターネットテュトーリアル コース 
（職種間連携（ＩＰＥ）を視野に入れたコース） 

（例）2009年実施「医療と生命Ⅰ」コース 

単位取得判定基準例 

Ａ大学（１年生選択科目） 
 発言数とレポート内容（内容が稚拙なものは再提出） 

Ｂ大学（１・２年生選択科目） 
 レポートと各自がインターネット上に書き込んだ内容を併せて十分な自学自習がなされていると判断できたものに単位を与える。 

 発言（書き込み）が３回程度しか無い場合、よほどレポートの独自性がないと不合格。 

 例年半数程度が不合格。 

Ｃ大学（２年生必修科目） 
 出席・発言回数：50%  レポート評価：50% 

 毎週水曜日第２限に時間を決めてアクセス。 

インターネットPBL 



インターネットPBL  
まとめ 

 ２００１年のＭＥＤＣ設立以来、学部、修士過程、博士課程さら
には海外の学生を対象に、インターネットPBL学習を実践して
きた。 

 実施コースは現時点までで、92コース，延べ参加人数はほぼ
6,000名となった。 

 カリキュラムとリンクした、単位認定を伴ったコースも運用し、
全国から複数大学（複数の学部）がコースに参加した。 

 

インターネットPBL 



2. Onlineシステムを活用したアソシエイト/

フェローシップ プログラムの構築ならび
に実践 
 

インターネットPBLの応用編 



兵庫医科大学(62) 

16 

久留米大学(7) 

近畿大学(10) 

藤田保健衛生大学(12) 

秋田大学(52) 

東京慈恵会医科大学(15) 

金沢医科大学(16) 

岩手医科大学(18) 

筑波大学(20) 

横浜市立大学(22) 

東京大学(24) 

徳島大学(26) 

大阪医科大学(28) 

日本医科大学(30) 

慶応義塾大学(32) 

東邦大学(36) 

名古屋大学(38) 

広島大学(39) 

千葉大学(42) 

福島県立医科大学(44) 

琉球大学(47) 

京都大学(48) 

東京医科歯科大学(51) 
九州大学(54) 

名城大学薬学部(27) 

札幌医科大学(34) 

岐阜大学 
MEDC 

埼玉医科大学(56) 

医学教育セミナーとワークショップ 
• 年４回、通算61回、のべ6,500名以上の参加 
• 夏・冬は岐阜大学で開催、 
  春・秋は他大学と共催 
 （全国各地で28校と共催） 
• 参加者：全80医学部、歯学、薬学、看護学な

ど医療系大学・専門学校、研修病院など 

香川大学(58) 

東京医科大学(60) 

http://www1.gifu-u.ac.jp/~medc/index.html


第1～50回S&Wのまとめ（西城，丹羽ら：医学教育，

2014) 

5173名 

http://www1.gifu-u.ac.jp/~medc/index.html


医学教育セミナーとワークショップ参加者 （～第61回S&W) 

 のべ6,500人以上参加 

 リピータが多い （10回以上参加者多数） 

 医学教育に関したWSやセミナーをバランスよく受講している 

 教育方法（Teaching & Learning） 

 評価（Assessment） 

 カリキュラム設計（Curriculum Development） 

 運営とリーダーシップ（Management/Leadership） 

 学究的活動(Research)  

 医学部教員のみならず歯学・薬学・看護・リハ等の教員、病院指導医・研修
医も多数参加 

 医師のみならず医療職関係者（歯科医師・看護師・薬剤師・理学療法士・
作業療法士等）が多数参加 

 

 多くが更なる医療教育・医療研究に関したスキル・知識のレベルアップを希望
している（アンケート委調査実施） 

 

 何らかの認定コースの設定 アソシエイト/フェローシップ認定制度 

http://www1.gifu-u.ac.jp/~medc/index.html


参加者が創り出す、周辺参加的コミュニティ 



アソシエイト制度  

 〜 教育の仲間を増やしたい方へ 〜 

フェローシップ プログラム  

 〜 ご自身の教育を改善したい方へ～  

“医学教育セミナーとワークショップ” 

 〜 すべての医療教育者へ 〜 

大学院 

医学博士課程 

医学教育学会 
（すべての医療教育者） 

認定医学教育専門家制度 
• 医学教育学会会員 

• 16時間以上の医学教育者WS受講者 

に限る 

大学院 

医学修士課程 
（将来構想） 

（online course) 

（参加ポイント制） 

歯学・薬学・看護学・・・？ 



医学教育セミナーとワークショップ Workshop 
内容 
 医療教育に関心のあるすべての皆様に、「医学教育セミナーとワークショップ」を提供しています。 
 初学者からベテランまで様々なレベルの医療教育者が自由に参加できる年4回（うち2回は岐阜開
催）の会です。 

 ワークショップでは、教育方法、評価、カリキュラム設計、運営とリーダーシップ、研究などの企画を
自由に選択して、手軽に学べます。セミナーでは、最新情報をまとめて聴くことができます。 

 企画の公募を行い、斬新なアイディアを幅広く取り入れています。 

 参加者はアカウントを作成 
 参加により自動的にポイント

がたまる 



アソシエイト 
に認定 

アソシエイト制度 Associate 

合計で 

3単位 

内容 

 医療教育学には、教育方法・評価・カリキュラム設計・運営とリーダーシップ・学究的活動といった基本領域があ

ります。「医学教育セミナーとワークショップ」の、各基本領域(エリア)の企画に、一定の回数以上参加され、幅広

く学んだ方をアソシエイトに認定します。 

要件・特典 

 ワークショップやセミナーの参加、もしくは講師としての企画により各基本領域から合計3単位取得することが必

要です。（半日WSは0.25単位、１日WSは0.5単位、セミナー（講演）は0.125単位） 

 医療教育に関して様々な情報を得たり、意見交換できるメーリングリストに参加できます。 

申請 

 MEDCの個人ページで履修状況が確認できます。 

 単位は、2010年の第35回以降の参加歴を有効として、換算しています。 

 MEDCホームページで単位の確認・申請ができます。（認定料2000円） 

基
本
領
域 

教育方法 
（TL：Teaching and Learning） 

評価 
（A：Assessment） 

カリキュラム開発 
（CD：Curriculum Development） 

運営/リーダーシップ 
（ML：Management/Leadership） 

研究 
（R：Research） 

要件 

0.5単位 

要件 

0.5単位 

要件 

1.5単位 

要件： 
両方もしくは
いずれかで 

計0.5単位 

 基準ポイントがたまり、
申請するとアソシエイト
として認定される 



単位確認作業手順 



単位確認例 
必要単位数の取得 

アソシエイト 
認定申請ができる 

セミナー＆ワークショップ 
受講者管理システム 



フェローシッププログラム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

アソシエイト認定 
＊モジュール１，２に含まれるワークショップで取得する単位も含みます。 

MEDC医療教育トータルラーニングコース 
 

 “メドギフト”(MEDC, GIFU Total learning course) 

オンラインコース モジュール１ モジュール２ モジュール３ 

ワークショップ 
TL 領域 
0.5単位 

A 領域 
0.5単位 

  フェローシップ プログラム Fellowship   

終了後 
フェロー 
シップ 
申請 

フェロー 
シップ 
認定 
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参加申し込み 22名 

医師 9 

歯科医師 2 

薬剤師 2 

看護師 3 

臨床検査技師 1 

理学療法士 2 

作業療法士 2 

SP 1 

2015年度実施の 
フェローシップトライアルコース 

2クラスの 
Online 

コースで実施 

モジュール１の日程表 



オリエンテーション 
プレゼンテーションに使用 

Online コースでのディスカッ

ション、プロダクト・画像・レ
ポート提出に使用 

 Online コース 
 テレビ会議 



管理モード 

閲覧モード 

フェローシップ 
online コース 

楽位置楽The Tutorial/ 
インターネットPBLからの 

システム流用 





 2015年度フェローシップトライアル参加人数 

 フェローシップ・アソシエイト認定者数（単位取得後申請・認定者） 

フェローシップ・アソシエイト認定 

フェローシップ認定 4名 

アソシエイト認定 9名 

モジュール１ モジュール２ モジュール３ 

クラス金華山：11名 クラス金華山：12名 

クラス河原町：10名 
クラス長良川：11名 クラス長良川：11名 

 2016年度フェローシップトライアル参加人数 

モジュール１ モジュール２ モジュール３ 

クラス金華山：7名 ー 

ー 
クラス長良川：7名 ー 



 

モジュール1 （2016年6月13日-2016年9月9日） 

 “医療者は様々な場面で、周囲の人とどのように学ぶのか？” 
   

 教育実践の中で、学習者が教育者とどんな対話を通じて学び、評価を受け、プログラムを通じて成長

するのかについて学びます。正統的周辺参加論、成人学習理論、認知的徒弟制、構成主義、インス

トラクショナルデザインに軽く触れながら各自の教育実践のブラシュアップを図ります。  

 ① キックオフセッション： 自己紹介と実践の共有、教育の多様性を知ろう 

 ② 課題１：意味のある学びをもたらすには？―動機、主体性― 

 ③ 課題２：魅力ある評価をするには？－学びの達成度はどのように評価できるか－ 

 ④ 課題３：教育をデザインする －魅力あるセッションの構築－ 

 ⑤ WS： アクティブラーニング：やる気、関わり、深い学び（TL領域． 8/20午後-21午前．岐阜市．参加必須) 

 

モジュール2  （2016年11月7日-2017年2月10日） 

 “医療者は働きながらどのように専門性を高められるのか？ 
  

 医療者は何を目指して、どんな環境で指導を受け、学び、評価を受けながら専門性を高めていくの

か、各自のキャリアを振り返りつつ議論します。“ミラーの能力のピラミッド”や“エリクソンの熟達化理

論”、評価の基本として提唱する“U=RVECA”を題材に、継続的能力開発のあり方を探索します。 

 ① キックオフセッション： これまでの歩み －キャリアは十人十色。だから面白い－ 

 ② 課題１：専門家としての腕を磨く―エキスパートになるまでの道のり― 

 ③ 課題２：人の熟達化を支援する―より良い指導者のコツ―   

 ④ 課題３：プロフェッショナルを評価する―熟達化をどのように評価できるか？― 

 ⑤ WS: ザ・プロフェッショナル-熟達化とその評価- （A領域．2017/1/28午後-29午前．岐阜市．参加必須） 

 

モジュール3  （2017年2月１3日-4月１5日） 

 “教育効果は、どのように評価して学識ある発信ができるか？” 
  

 せっかくの教育実践をやりっぱなしで終わらせないため、その成果を確かめることが重要です。教育

の成果を評価するさまざまな方法を理解し、“カークパトリックの4段階評価法”に基づいて考察できる

ようになります。また“教育”を研究として発信するプロセスのいろはも学びます。 

 ① キックオフセッション：わたしの教育、効果あったんでしょうか？ 

 ② 課題１：教育効果を確かめる―評価方法のABC― 

 ③ 課題２：教育効果判定を適切に解釈する―知識の向上から行動変容まで― 

 ④ 課題３：リサーチクエスチョンと方法を考える―学識ある発信のために― 

2016年度 
フェローシップ 

進行中 

募集中 

募集中 



ご清聴ありがとうございました 


